リサーチレターNo.30：眼鏡流通システム変動メカニズムの複雑性（ Ⅰ ）― 新業態の成長と眼鏡の独自性― by 向山 雅夫
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  本 稿 は 、近 年 大 き な 構 造 的 変 化 を 見 せ つ つ あ る 眼 鏡 流 通 シ ス テ ム を 取 り 上 げ 、（ １ ）小 売 段 階 に 登 場 し
た 新 業 態 の 成 長 に 注 目 し 、（ ２ ）眼 鏡 と い う 商 品 が 持 つ 特 性 を 明 ら か に し つ つ（ 以 上 本 号 ）、（ ３ ）新 業 態 の
革 新 性 実 現 を 可 能 に し た 要 因 間 関 係 を 検 討 す る こ と を 通 じ て 、 眼 鏡 流 通 シ ス テ ム の 大 変 化 を 引 き 起 こ し た
諸 要 因 を 多 面 的 に 分 析 し た （ 以 上 次 号 ）。  



































り、直近 2014 年ではピーク時の 45.1％にまで落ち込んでいる。同様に、販売額は 1982 年をピ
ークに減少傾向が顕著であり、従業者数は 1979 年を境に急減中である。 3 つの指標の動きから
判断して明らかなように、 1980 年前後を境として、伝統的独立眼鏡店の構造が大きく変動して
いる。さらに、 2000 年以降の各項目の落ち込み方は、目を覆うばかりである。  
        




































































































 （図 2） 眼鏡購入 手 順        
 
 






































































（図 4）眼 鏡小売業 新 旧業態の 動 向（売上 ト ップ 10 社 の推移）  
（ 出 所 ：『 流 通 経 済 の 手 引 き 』・『 日 経 MJ ト レ ン ド 情 報 源 流 通 消 費 』 各 年 版 ）  
 
①  2000 年にメガネトップ（眼鏡市場・ ALOOK を展開）が初めてトップ 10 入りを果たし（ 7
位）、その後目覚ましい勢いでランクアップし、ついに 2012 年に首位に踊り出た。  
②  同じように、 JINS を展開するジェイアイエヌと Zoff を展開するインターメスティックは
ともに 2011 年に初めてトップ 10 にランク入りして以降、急速にランクアップしている。  







界で他社を圧倒する売上高を誇ってきたが、調査開始時点（ 1972 年）ではランク 10 位で
あった。  
②  ところが、それ以降着実にランクアップし、 1991 年に首位の座についた。それ以降わずか
な期間のみ首位の座を降りたが、それ以外はメガネトップに逆転される 2012 年まで約 20
年間に渡って眼鏡小売業界をリードした 7。  
③  愛眼は三城に遅れること 17 年、 1989 年に 7 位にランクインし、 2000 年には三城を抜いて
首位に出たこともあるが、それ以降は急速にランクダウンしている。  





は、非上場のインターメスティック (Zoff)を除く上位 5 社の店舗数の推移を示している 8。  
 
（図 5）眼 鏡小売業 売 上上位 5 社 の店舗数 推 移  
（ 出 所 ：『 眼 鏡 DB2015』・『 眼 鏡 DB2016』・『 眼 鏡 DB2017』）  
 
旧業態に属する三城・愛眼・メガネスーパーの動きをみると、旧業態を代表する三城は 2005
年から 2017 年までの 13 年間に店舗数を 250 店舗（ 25.0％）減少させ、愛眼も 49 店（ 17.0％）
減少、メガネスーパーも同様に 121 店舗（ 25.4％）減少している。それに対して新業態のメガ
ネトップは、同期間に 566 店舗増加させ、店舗数を 2.43 倍に増やしている。さらにジェイアイ
エヌは 308 店舗増加させ、この間に店舗数を 21.5 倍に激増させていることがわかる。  
図 6・図７は、新旧業態それぞれの売上高と経常利益の推移を示している。旧業態 3 社を見る
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と（図６）、三城の 2017 年度売上高は 2005 年度の 72.4％に、愛眼は同じく 61.7％に、メガネス
ーパーに至っては 46.8％と半減させていることがわかる。また経常利益の動向はさらに深刻で、
直近 13 年のうち、三城は 4 回、愛眼は 7 回、メガネスーパーは 8 回経常赤字に転落している。  
 
（図 6）眼 鏡小売業 旧 業態 3 社の 売上高・ 経 常利益推 移  
（ 出 所 ：（ 図 5） と 同 じ ）  
これに対して、新業態 2 社のうちジェイアイエヌは 13 年間で売上高を 17.7 倍に、経常利益を
7.3 倍に増加させており、メガネスーパーはデータ入手可能な 9 年間で前者を 2.4 倍、後者を
16.1 倍に拡大させている（図 7）。   
 
（図 7）眼 鏡小売業 新 業態 2 社の 売上高・ 経 常利益推 移  









 新業態は、自らが実現した 3 つの革新性によって成長できたと本論は考えている。しかしこの
革新性の発揮を可能にした背景に存在する「眼鏡という商品が固有に保持する特性」を抜きにし
て成長は難しかったと言える。この点について検討しておこう。  
  恐らく眼鏡は、他の消費財には類を見ない極めて珍しいいくつかの商品特性を持っている。   











































































































 （ 本 研 究 は 、 JSPS 科 研 費 （ 課 題 番 号 15K03755） の 研 究 成 果 の 一 部 で あ る ）  
 
1  副 作 用 や 機 能 の 障 害 が 生 じ た 場 合 で も 、 人 体 や 生 命 に 影 響 を 与 え る 恐 れ が ほ と ん ど な い も の で あ り 、 眼
鏡 は 一 般 医 療 機 器 （ ク ラ ス Ⅰ ） 分 類 さ れ て い る 。  
2  度 数 と は 、 近 視 や 乱 視 な ど の 程 度 を 表 す デ ィ オ プ ト リ ー （ D） の こ と で あ り 、 レ ン ズ の 焦 点 距 離 の 逆
数 。 度 数 が 高 い ほ ど 近 視 や 乱 視 が 強 く な る 。  
3 拙 稿 「 眼 鏡 流 通 シ ス テ ム の 動 態 ― 展 開 過 程 度 そ の 特 徴 ― 」、『 流 通 科 学 大 学 リ サ ー チ レ タ ー 』
No.28,2017.    
4  商 業 統 計 表 の 細 分 類 業 種 に 、 眼 鏡 小 売 業 と い う 区 分 は 存 在 し な い 。 も っ と も 近 い 細 分 類 業 種 は 「 時 計 ・
眼 鏡 ・ 光 学 機 械 小 売 業 」 で あ る 。 簡 単 に 言 え ば 、 こ の 細 分 類 業 種 に は 、 時 計 店 ・ 眼 鏡 店 ・ 写 真 店 が 含 ま
れ て い る と 考 え ら れ る 。 商 業 統 計 表 品 目 編 で 確 認 し た と こ ろ 、 こ れ ら の う ち 眼 鏡 店 の 割 合 が 最 も 高 い こ
と が わ か っ た 。 よ っ て 、 眼 鏡 店 の 推 移 を 検 討 す る に あ た っ て 、 時 計 ・ 眼 鏡 ・ 光 学 機 械 小 売 業 の デ ー タ を
用 い る こ と は 、 現 実 認 識 を 過 度 に ゆ が め る も の で は な い 。  
5  眼 鏡 を 対 象 と し て 既 存 研 究 は 、 産 業 集 積 論 ・ 地 域 産 業 論 ・ 地 理 学 な ど の 分 野 で 精 力 的 に 成 果 が 蓄 積 さ れ
て き て い る 。 そ こ で の 分 析 の 基 本 視 点 は 、 一 定 の 地 理 的 範 囲 を 想 定 し た 上 で の そ の 地 域 に 存 在 す る 眼 鏡
製 造 業 の 研 究 で あ る 。 そ し て さ ら に そ の 実 態 は 、 眼 鏡 フ レ ー ム 製 造 業 の 研 究 で あ る 。 本 論 で は 紙 幅 の 関
係 で 、 詳 細 な 既 存 研 究 レ ビ ュ ー は 別 の 論 考 に 委 ね る こ と と す る 。 既 存 研 究 と 比 較 し た 本 論 の 特 徴 は 、 眼
鏡 流 通 シ ス テ ム （ 川 上 か ら 川 下 を 含 む ） 全 体 を 対 象 と し て い る 点 に あ る 。  
6  専 門 店 調 査 で は 、 1 9 9 8 年 ま で は 「 時 計 ・ め が ね ・ 貴 金 属 （ あ る い は 宝 石 ）」 を 、 そ れ 以 降 は 「 時 計 ・ め
が ね 」 を 業 種 区 分 と し て い る 。  
7  旧 業 態 企 業 が 急 成 長 し て 全 国 展 開 す る 以 前 は 、 地 域 専 門 店 チ ェ ー ン の 時 代 と 言 え る 。 た と え ば 、 東 京 で
は 金 鳳 堂 ・ 東 京 メ ガ ネ 、 広 島 で は 田 中 チ ェ ー ン 、 名 古 屋 に は キ ク チ メ ガ ネ 、 大 阪 で は シ ミ ズ メ ガ ネ ・ ビ
ジ ョ ン メ ガ ネ な ど が 多 店 舗 展 開 を し て い た 。 こ れ ら の 中 に は 、 現 在 も 地 域 専 門 店 チ ェ ー ン と し て 健 在 の
企 業 も あ る が 、 逆 に 自 己 破 産 や 民 事 再 生 法 適 用 申 請 を 経 験 し た 企 業 も あ る 。  
8  メ ガ ネ ト ッ プ は 、 2 0 1 3 年 上 場 を 廃 止 し て い る 。  
9  こ こ で 言 う 意 味 が あ る と は 、 眼 鏡 と し て の 商 品 価 値 を 持 つ と い う こ と で あ る 。 つ ま り 、 レ ン ズ は そ れ 自
体 商 品 価 値 を 持 っ て い る し 、 フ レ ー ム も 同 様 で あ り 、 部 品 と し て は 生 産 段 階 で す で に 完 成 品 化 し て い
る 。 眼 鏡 流 通 シ ス テ ム に お い て は 、 現 在 で は レ ン ズ と フ レ ー ム 両 方 を 取 り 扱 う 卸 売 業 者 が 存 在 す る が 、
そ の 場 合 で も 卸 売 段 階 で は 意 味 を 持 っ て い な い と 言 え る 。 一 人 一 人 の 消 費 者 に 適 合 的 な レ ン ズ と フ レ ー
ム が 選 択 さ れ る の は 小 売 段 階 で あ り 、 こ こ で 初 め て 眼 鏡 と し て の 意 味 を 持 つ こ と に な る 。  
1 0  小 売 段 階 で 初 め て 部 品 が 出 会 っ て 完 成 品 化 さ れ る 商 品 と し て は 、 他 に 注 文 紳 士 服 ・ 注 文 住 宅 な ど が 考
え ら れ る 。  
1 1  レ ン ズ メ ー カ ー へ の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に 基 づ い て い る 。  
1 2  恐 ら く 知 っ て い る の は 、 レ ン ズ の 屈 折 率 （ レ ン ズ の 薄 さ 軽 さ に 直 結 す る ） く ら い で あ ろ う 。 し か し 、
軽 度 な 近 視 な ど の 場 合 に は 屈 折 率 を 特 に 気 に す る 必 要 が な い の で 、 事 実 上 レ ン ズ に つ い て は 何 も 知 ら な
い こ と が 多 い と 思 わ れ る 。 さ ら に 言 う な ら ば 、 レ ン ズ の 度 数 に つ い て も 知 っ て い る 消 費 者 は ご く わ ず か
で あ ろ う と 思 わ れ る 。 こ う し た 特 性 の 結 果 、 レ ン ズ 選 択 基 準 は 価 格 に な り が ち で あ り 、 高 い レ ン ズ は よ
く 見 え る ・ 目 に い い と 判 断 し て し ま う 傾 向 も み ら れ る 。  
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